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研究成果の概要（和文）：日本や韓国、香港を中心とした東アジアの多文化的シティズンシップ教育に向けた社
会科のあり方について検討した。特に、本課題においては、基礎的研究として、資料収集を中心的に行うととも
に、多文化先進国であるカナダにおけるシティズンシップ教育に関する研究成果を基盤として、日本と香港との
比較を通して、少子高齢化のさらなる進展を見据えた社会参加的学習プログラムの普遍的価値と意義について、
多文化的シティズンシップの観点から明らかにし、最終成果として発表した。

研究成果の概要（英文）：I examined social studies for multicultural citizenship education in East 
Asia focusing on especially Japan, Korea, and Hong Kong. In particular, in this project, mainly 
collected materials as basic research, and based on the results of research on citizenship education
 in Canada, a multicultural advanced country, through comparison between Japan and Hong Kong from 
the perspective of multicultural citizenship, we clarified the universal value and significance of 
social participation learning programs.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  さまざまな分野における多様性の承認が重要な課題として認知されつつある現代日本において、多様性の承認
とその軋轢、軋轢を対話や平和的な方法で乗り越える市民を育成することが急務となっている。多文化先進国で
あるカナダの動向に学びつつ、しかしながら、アジアという欧米とは異なる文化的背景を考慮しながら、多様性
と共生するシティズンシップ教育のあり方を検討する必要がある。したがって本研究において、主に日本と香港
の比較を通して、共通点と相違点について明らかにしたことは、アジアという地域性をふまえた多文化的シティ
ズンシップ教育研究の端緒として有意義なものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
これまでシティズンシップ教育に関する研究は、日本をはじめ世界的にも、英米をはじめとし

た欧米に対する関心が中心を占めてきた。多文化共生ならびにそのための教育に関する関心も

同様に、主に欧米諸国に向けられてきたと言える。そのため、アジアの動向に注目しようとする

研究は極めて少ない。しかしながら、本来教育とは文化に依拠して展開されるものであり、した

がってカリキュラムや教材、授業といったものも、文化や文脈に依存して構成・実践されるもの

である。ゆえに、教育学における海外研究には、実践への直接的な転用という点では、本質的に

限界がある。特にシティズンシップという概念自体が歴史的に、欧米の文脈で生まれたものであ

り、それをアジアの社会的風土や子どもたちの性質を無視して教育しようとすることには、少な

からず無理がある、あるいは形骸化させる原因となる可能性もある。よって、アジア的な文脈に

おけるシティズンシップ教育の原理や法則を見いだすことが必要ではないか、という問題が提

起され始めている現状にある。 

加えて、シティズンシップ教育は、得てして国家が公的に掲げる目標やシティズンシップ像と、

実質的に提供されている教授内容や方法が乖離することが起こりうる。目標が抽象的になりが

ちであるゆえに、形骸化していることも少なくない。したがって、実質的に教師自身がどのように考

え、いかなる教育を行ったか、ということに焦点を当てる本研究は、新学習指導要領において教師によ

るカリキュラム・マネジメントを重視し始めた日本における、多文化的シティズンシップ教育の

促進に向けてより実践的な示唆を与える、意義深いものと考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、これまで明らかにしてきた「尊重」と「調整」という観点から、主にカナダ・香

港・韓国・日本におけるシティズンシップ教育の取り組みに関する諸資料の収集、比較分析およ

び考察を行い、多様性の尊重とその調整を志向する市民を育成するためのシティズンシップ教

育の教材開発・授業実践の共通点・相違点を抽出することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
①カナダ、香港、韓国のシティズンシップ教育カリキュラムなどの基礎的な情報・資料収集 
現地にて基礎調査を行い、社会科教育（地理教育、歴史教育、政治教育、経済教育、倫理・道
徳教育などを含む）、教科外活動など、様々な教育分野におけるシティズンシップ教育に関する
情報・資料を幅広く収集した。 
 

②香港、日本のシティズンシップ教育の教材・授業の情報収集・比較分析 

 カリキュラムをはじめ授業計画・教材・評価等に関する資料を収集し、比較分析を行った。 

 

４．研究成果 

 本課題の最終成果としては、社会的結束(social cohesion)を生み出すための教育的活動と

して、コミュニティ・サービスを学習方法とした取り組みに焦点を当て、日本と、アジアの

中でも極めて複雑な多文化状況にある香港との事例を比較し、その取り組みの背景、内容、

方法等の相違と共通点について検討した論文を発表した。具体的には、学習活動の一環とし

ての地域参加を通じて、社会的結束を促進するための学習と行動を生徒に促すために、日本

と香港の小学校が開発した 2 つの学習単元を比較した。どちらも地域社会の高齢者に関連

する問題に焦点を当てて検討した。日本と香港の両小学校のカリキュラムと実践の分析に



基づいて、社会的結束のためのコミュニティ参加の促進に関心のある教育実践者に向けて、

5つの方向性を示した。それは、サービス学習の実践、社会的結束の促進、本物のスキルの

学習、地域参加のカリキュラムへの挿入についてである。どちらの実践においても、学習と

して組織された地域参加を通して社会参加の意義やそこにおける有用感を実感させるカリ

キュラムを充実させることで、地域を活性化し、社会的な結束を生み出す社会人として活躍

できるよう支援する一つのストラテジーを提示することに成功している。 

本研究ではさらに、脱工業化・高齢化社会における若者の地域社会への貢献を促進するた

めに、こうした学習単元を開発することの重要性を指摘した。 
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